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いよいよ21世紀の大海原に向かって、船出を致しました。
日本の社会、政治、経済、教育等々をどう再建するかという国

内の問題群はもとより、人口や地球環境という地球的規模の課

題まで、問題は山積しています。人の智恵を結集する必要がま

すます強く認識され、その智恵の源泉、すなわち智の創造と智

の継承を目的とする大学の役割がますます重みを増し、それヘ

の期待が強まっております。

このような背景の中で、この門出の年は、日本の国立大学に

とっては、開聞以来とも言える重要な年になるでしょう。それ

は、今年の後半に、国立大学の独立行政法人化の問題が具体的

な形で提起され、大学の在り方に激震をもたらす可含を陛が高い

からです。

もともとこの問題は、政府の行政改革の一環として浮上し、

行政組織の中の現業部門の独立行政法人化による公務員のスリ

ム化と貝オ政負担の圧縮を狙うことから、出てきたものです。そ

のために、「通則法」というものが、早々と国会を通り、本年

4月 からは、多くの国立の研究機関や博物館などの学術機関が

独立法人化されます。当初は、大学もこの通則法の中で、いっ

ぱ絡めて行政法人化するという意図があったようですが、大学

側はいち早く反対の意思表示をし、自民党などの中にも、さす

がに大学を行政組織の現業部門とする位置づけには疑間を呈す

る声が出て来ました。

通則法の適用では、どうしようもないわけですが、一方で、

従来の国立大学が、文部省という行政組織の枠内に位置づけら

れ、それによる制約も様々にあったことは確かです。従って、

大学の役割 につ いて 国民 的議論 を !
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西欧諸国における大幸のように、この際、独立法人となること

により、大学の自立性をより高める可能性はあるわけです。そ

こで、新しい時代に向けてのあるべき大学l象́ として、例えば、

「国立大学法人」のような設置形態は検討に値するという立場

から、文部省や国立大学協会で、精力的な検討が行われており、

その結果が今年の秋には出そろう見通しだということです。

このように、新しい国立大学をどのような形に設計するかと

いう課題は、日本の将来にとり、極めて重要な課題であるにも

かかわらず、その検討過程に、国民的盛り上がりが欠けている

ように思われます。何よりも、大学内での認識と議論が不足じ

てい ることも残念です。東北大学の ホームページ

(huけ //耶w.bureatl,tohoku.acjp/dokuhO/)に は、この問題の

検討過程が、逐一報告されております。これらをご覧の上、是

非、国民的議論にご参加下さるよう呼びかけをする次第です。
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“KGB"での2日間

本稿の発表についてはセンター内部の教官から多くの

意見をいただいた。私が直接目にした事実のみの記述を

こころがけたが、個人の見解であることには相違ない。

ニューズレターでの公表はセンターを代表する意見とい

う意味ではなく、私個人が 2000年 9月 に公務として行

った研究活動に関する事柄であること、またロシアに関

係する研究者に事実を伝えたいからに他ならない。本稿

中で旧称 “KGB"を 使っているのはいずれもロシア人
が口にした場面である。

1.プ ロローグ

バイカル湖に洗む赤い夕日を眺めながらロシア科学ア

カデミーの小さな観測所で夕食を終え、ウラン・ウデの

ホテルに向かうべく我々はバンで出発した。同行 6人は

ロシア、アメリカ、 ドイツ、イギリス、フランス、そし
て私のいずれも大学教授で4日 間にわたるマイクロ波 リ

モー トセンシングによるシベリア森林観測ワークショッ

プでの講義のためにロシア科学アカデミーから招聘され

ていた。木造の小さな民家が並ぶ漁村をバンは通り抜け

ていく。日本、 ドイツ、ロシアから参加した我々の学生
は別のバスで既にホテルに着いているはずである。ブリ

ヤー ト族の伝統に従い町に差し掛かる前の峠でコインを

投げて道中の安全を感謝し、間もなくホテルというとこ

ろから、すべてが始まった。

2. 9月 14日

街に入る直前、夜 8:30頃 、検問所で車を止められる。

周囲は既に完全な暗闇。突然男がやってきてアメリカの

先生が無理やり降ろされ別の乗用車に押し込まれ、代わ

りに男 3人がバンに乗り込んでくる。運転しているロシ

アの先生の隣に座った男は、乗用車について行くよう指

示する。ロシアの町はずれで検問所は何度か経験してい

るが、全く状況が違う。乗込んできた男はしばらくして

自分か ら “KGB"だ と英語で言 う。現在 ロシアに
“KGB"は存在 しないが、これに代わるFSB(Federal
Security Bureau)が活動を続けている。車が街に来た

ことはわかるが、暗闇でどこにいるかははっきりわから

ない。ゲートを入って建物の横を通り抜け駐車場に入る。

建物の中にすべての荷物を持って入るように指示され

る。小さな部屋に入って座らされると、いきなり若い男

が、我々に黙秘権のあること、弁護士をつける権利があ

ることなど話し始めたものだから、一同事態の異様さに

気が付く。 ドアが閉められ、何が起きたか全く理解でき
ない。しばらくしてから通訳が GPS(カ ーナビなどで
利用されている電波で現在位置を正確に知る装置)が問
題だと漏 らし、そのうち部屋にいる調査官もGPSの こ

東北アジアセンター 教授  佐 藤  源 之

とに触れる。しかし調査官以外の若者はGPSと は何か、

何に使うものか、どんな形をしているかと我々に逆に質

問してきた。

そのうち、一人ずつ別の部屋に行くように指示され、

お互いの状況がわからなくなる。夜中の 12時 を回って

いたと思うが、私の番が来て隣の取調室に。調査官は

25才 くらいの青年。彼は英語がある程度わかっている

のだが、通訳を介してしか話をしない。ブリヤート人の

通訳が英語に訳す。取調官は、再度黙秘権があること、

必要であれば弁護士を呼べることなどを説明する。こち

らは慎重に言葉を選んでいたが、取調べは穏やかである。

いつ入国して、何をしていたのか、誰といたかなどを聞

いていく。ここで初めて、我々が GPSを 使って必要以

上に精密な地理情報を収集しているという容疑内容を明

らかにした。質問は研究プロジェクトやロシア研究者と

の接触に絞られており、私の知らない町の名前を挙げ、

そこに行ったことがあるかと尋ねる。 またGPSを どこ
で誰が使っていたかということを繰り返し尋問する。ワ

ークショップの会期中、GPSは誰も使ってない。通訳
は初めて “KGB"に来て Excitingではないかと取調官
のいない合間に問い〕

=卜

けてくる。時間が経っても質問は

さして進展せず、後で記入するから白紙の調書に署名し

ろと言うので拒否をする。すると後は明日にしようと言

う。通訳は学生で、今夜 7時に来るように連絡を受けた

というから、FSBは我々の行動をよく把握していたこと

になる。夜中3時に取調べを終え、学生が居るはずのホ

テルの場所を聞くと目の前だという。取調官が車で連れ

て行くというので少し警戒して通訳にも来てもらうよう

に頼む。PC,ノ ート、スケジュール帳は取り上げられた。

モンゴルで泊まったホテルの部屋番号と電話番号をメモ

した紙を大事そうにしまっている。説明したがGPSの

記録と疑ったのだろう。

正面玄関から外に出ると、我々が街の真中にいたのに

驚いた。確かにホテルはレーニン広場を挟んだ日の前だ

った。学生は検問さえ受けずホテルに到着 していた。

我々は電話を許されなかったが、夜中になってから学生

には居所が知らされていたらしい。この時点でフランス、

イギリスの先生 2名 はホテルに戻っていた。彼らはPC
を持っていなかった。他の3名 の状況は依然わからない。

3.9月 15日
朝になって6名 はホテルに戻っていたことがわかる。

4名 は荷物を取り上げられており、取調べが続く。GPS
にだけFSBが 興味を持っていることが明らかになり、
我々に直接身の危険が及びそうではないことが分かる。

私は一人で朝 10時 に歩いてFSBに 向かった。昨夜と同
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じ取調官と通訳が昨夜と同じ取調べを繰返しながら調書に記

載 していく。昼過ぎまで同じことをゆっくりやっている。

PCの 中身をチェックする検査官が他の先生のPCに かかりき

りでまだ来られないというので、3時 に再出頭することにす

る。調査官は一緒に食事をしようと誘ってくる。

3時 に再出頭。検査官がPCの ファイルを調べたが、リモ
ー トセンシングデータもGIS(地理情報システム)も 入ってい

ないと説明したらもういいという。最後にPCは返却された

と書いてある証書に署名をさせ、取調官はこれで容疑は全て

晴れたから調査を終えると宣言 した。調書を読み返 し、これ

でいいかと聞くからだめだと答えた。我々6人がロシア科学

アカデミーに招聘されたこと、ロシアの研究者を対象にリモ

ー トセンシング技術がいかにシベリアの環境保護に重要であ

るかについて講義をしに来たこと、GPSが環境研究にいかに

重要であるか認識 しなければいけないことを調書に書かせ

た。それも書くのかと問い返してきたが、書いてくれと言う

と拒みはしなかった。FSBの建物の外まで検査官、通訳は見

送りに出てきて個人的には申し訳なかったと英語で言う。確

かに張り切って調査をした彼は任務に忠実なだけである。

4.エ ピローグ :こ れからの国際共同研究のために

ク方、とりあえず 6人の取り調べは終了した。ようやくお

互いの状況がわかった。我々の荷物からGPS装置が発見さ

ウラン・ウデの中心レーニン広場にて。後方の白い建物が FSB。

れていたとのことである。この装置は外国研究機関から我々

以外のロシア研究者が合法的に輸入し、メンバーの一人が一

時的に借用していた物である。この装置の使用許可の更新を

ロシア人所持者が怠っていたとのことであり、これについて

罰則を受けることに異議はない。またロシアの先生は今後も

取調べが続くことになり、すべての所持品は取り上げられた

ままである。ロシアの重要な研究パー トナーである彼の今後

の研究に障害が起こることを我々は強く懸念している。

ロシアヘの GPS持込が厳 しくなったことは国内のロシア

環境研究者の集まりなどで既に何度か耳にしていた。GPS持

込に許可の要ることを知っていたから、私は今回の旅行で所

持 していた GPSカ メラをモンゴルからのロシア入国前に、
モンゴルの知人宅に預けていた。

大変残念なことだが今回の事件は2日 間ですべてが終わる

どころか憂慮すべき事態は今も続いている。我々6人 と同行

の学生は10月 20日 までに全員自宅に戻ったがFSBの 取調べ

が終了していないとの連絡はe mallで 引き続きもたらされて

いる。アメリカの先生はロシア国内の研究者と多数面会した

後モスクワから出国したが、ロシア人からのお土産など大部

分が没収された上、いくつかの資料は返却されていない。ま

た彼が所持していたノー ト、ファイル類はすべて我々がFSB
に拘留されている間にコピーされたことは、彼のノー トにす

べて手書きでページが振られたことから明らかである。また

ワークショップ後ロシア国内で地理情報データ取得のため現

地調査を続けていた ドイツ入学生 3人はロシア滞在中に改め

て PCを 取り上げられた。

GPSは 我々環境研究者にとってもはやなくてはならない装

置である。詳細な地図の所持に許可が必要なのはロシアだけ

ではないが、ロシア国内でもロシアの精密地図は販売されて

いる。GPSに 対する制限は地理・地質・自然環境を対象とす

る研究分野に重大な障害をもたらしている。シベリアの森林

で起きた森林火災現場を現地で特定するために GPSは計り

知れない力をもっている。ロシアの健全な開発や自然保護を

主な目的とするリモートセンシングの分野において、GPSの

制約はロシア国内の研究レベルを他の国に比べて著しく遅ら

せる原因の一つになりつつある。またその取締りの無意味さ

に気が付くべきである。GPSを装着した中古日本車がFSB
の前を通行するのを我々は日撃 して

いる。

FSBで我々が直接接 したのはいず
れも30歳前の優秀そうな者者であっ

た。彼らは自分で時に本音を漏 らし

ていたように取調べはFSBに 入って

始めての体験だったようだ。夜中に

もかかわらずこうした若者が所内に

は大勢仕事をしていた。“KGB"の
復活が大統領選挙前後から話題にな

っていたが、その一端を目のあたり

にした感がある。今回拘留されたメ

ンバーはいずれもロシア国内で長期

にわたる研究活動を続けてきた経験

をもつが、このような体験は誰もが

初めてであった。

東北アジア研究センターをはじめ、

ロシアに関わる研究者にとって今回の私の体験については今

後適切に対応しなければならないことだと感じ、敢えて仔細

な状況を文章にした。我々は強力で信頼する研究パー トナー

であるロシア科学アカデミーに対し事件直後から詳しい情報

を送り続けた。また 6人はロシア科学アカデミーに対しGPS
の適り〕な取り扱いについて科学者の立場から対処するよう要

請する準備をしている。我々はFSBに対して何ら抗議行動を

とるつもりはないし、法律に従ったFSBの取調べ自体には何

ら不服もない。2日 間の拘留についてウラン・ウデの FSBは

謝罪文章を我々に提示している。しかし今回の事件が我々の

研究パー トナーであるロシア研究者の研究活動を阻み、ロシ

ア社会と科学の健全な成長を妨げる要因になることを科学者

として見過ごす訳にはいかない。
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ロンアから́ ロシアの寒さ

今冬のシベリアの寒さは格別のようで、マイナス60度を

記録したとこるもあった。集中暖房が効かず暖をとるべく

家で火をおこそうとしてあいにく火事が発生し、消防隊が

幸うじて放水に成功しても水がすぐに凍って消化に手間取

っているという内容のニュースがテレビでも伝えられた。

特にこの寒さの中、暖房が十分に供給されていないといわ

れる沿海州から聞こえてくる情報は憂慮すべきものがある。

住民が準備を怠った当局への抗議の印にシベリア鉄道の運

行を止めようとして、警官らに阻止されたという事件も起

きている。

ロシアでは冬でもアイスクリームが路上で売られている

モンゴルから′モンゴルの雪害状況

本年モンゴル国が、死者4人を出し、250万頭の家畜を失

った昨年以上の雪害にみまわれていることは、既に新聞等

で報道されている。モンゴル国政府は、P、元に昨年の段階で

国際社会に対して予想される雪害に対する注意を喚起して

いた。今年の雪害は、モンゴル国ばかりでなく、隣接する

中国内モンゴルでも大きな被害を出している。このような

中で、生産基盤の脆弱な遊牧に見切りをつけ、定着牧畜へ

移行すべきだという主張さえ現れるようになった。今回は、

都市部でも危機感が高まっており、地方の牧民援助の募金

が行われている。 1月 14日 には国連の災害評価チームが

遭難し、 19日 まで国を挙げて喪に服することが決定され
た。テレビでは繰り返して犠牲者の紹介と追悼の番組が放

中国から″中国の「開々停々」

中国の工場で環境保全装置が実際に稼働されているか

どうか訊ねたときの答えが、「三分の一開、三分の一停、

三分の一開々停々」であった。つまり動いていたり停ま

っていたりである。同じようなニュアンスで「環境規制

は守られる時もあるし、守られない時もある」とよく言

われる。「上に政策があれば、下に対策がある」、「法治

ではなく人治Jなど、中国だと何となく納得してしまう
この手の言葉は少なくない。

ただし、環境意識が低い人も、環境保全のために身を

韓目からノ広がる雇用不安

この度、韓国労働省は企業に対する調査を行い、本年

度第 1四半期の雇用展望を出した。

同省は常勤者 5人以上の企業 4,260社 を対象にこの第

が、数年前の冬マイナス20度の寒さの中、モスクワの地下

鉄にアイスクリームをなめながら入ってきた女の子をみて、

待ち合わせていた連中はさすがに驚き、わいわいとひやか

していたのを目撃した。このように寒さには慣れていて強

いと思われているロシアの人が、日本にきて異口同音に口

にするのは日本の冬は寒い、ということである。北海道は

異なるらしいが、日本では集中暖房システムを採用してい

ないからである。そういえば建物の中に入ればロシアで寒

さを感じることはほとんどなかった。極端な寒さに襲われ

ることが想定される国ならではの対応策であるう。

(寺山 恭輔)

映された。この事件の犠牲者 9名 には、モンゴルの国会議

員でエルデネトの工場長だった翫。オトゴンビリグ氏も含ま

れている。昨年の政権交代で新首相に取りざたされ、今年

の大統領選挙にも出馬するのではないかとの観測があった

重要人物だけに、国民の衝撃も大きいようである。 12月
31日 から翌 1月 1日 にかけてモンゴル中部から東部にか

けて吹き荒れた雪嵐等によって、既に8名 の死者が出てい

る。 1月 末の時点で既に50万頭の家畜が死んでいるが、
被害は3～ 5月 にかけてピークに達すると予想され、今年

の予想家畜倒斃数は6百万頭とも言われている。モンゴル

の遊牧は空前の危機に直面しているのである。

(岡 洋樹 )

粉にして働いている人も、そして文字どおり命をかけて

抗議している人も中国にはいる。かつて中国で、「中国

の環境問題で日本人がお説教するのは許せない。中国人

だって一所懸命に努力している。なぜなら、環境汚染で

苦しんでいるのは私たち中国人自身なのだから」と言わ

れた。中国や中国の環境問題を分かったような気分で語

ってしまうたびに、その人の怒りがこもった真剣な目を

思い出しては自戒している。

(明日香壽,II)

1四半期の採用計画等に関する調査を実施し、その結果

を発表した。それによれば、新規採用計画のある企業は

19.1%の 819社にとどまり、67.2%の 2,883社は採用計画が

4
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無く、また 13.7%の 588社が未定という。

採用計画のある企業を規模別に見ると、従業員数

300-499人 を抱える企業が40.50/。で最も高く、続いて 500

人以上の企業が38,M、 100-299人の企業が 30.40/。、3(〉99

人の企業では24°/O、 10-29人では 17%、 5-9人では 12.1%
となっている。また業種別では、製造業が 36.8%で最も

高い反面、金融業が 8。 90/。と最も低い。

また、経営者たちに直接答えてもらう調査方法 (いわ

ゆるBSI)か ら得られた雇用展望は昨年第 2四半期の
112.4を ピークに第 3四半期には■0.7、 第 4四半期には

108.7と 落ち込んできており、今年の第 1四半期には

104.1と 予想されている。

とはいいながらも一方では `人手不足' を嘆く企業が

583社 (13.60/。)にのぼり、 `人手が余っている' とする企
業 147社 (3.40/O)よ り圧倒的に多いのも特徴である。

(成澤 勝 )

田

■ 煎1餡:便 り
nthonkan‐ dayori

一部の日本人には北方領土問題等の関係で、ロ

シアを怖い国であると考えている人もおられるで

しょうが、文化の受容においてはロシアほど親 日

的な国も少ないのではないかと私には思われます。

ノヴォシビルスクで日本語学習者が年々増えてい

ることは以前にも触れましたが、日本文化の受容

は言葉のみにとどまりません。若者に意外と人気

があるのは日本の武道です。現在のプーチン大統

領が柔道を習っていたこ

とは、昨年の訪日時にテ

レビを通して伝えられま

したが、ロシアでは柔道

だけでなく合気道や剣道

も人気があり、ノヴォン

ビルスクでも男女問わず

道場で稽古に励んでいま

す。ノヴォシビルスク市

と姉妹関係にある札幌市

からは各武道の師範がと

きどき現地に赴き指導を

店第 1号 が、12月 には別のオーナーの日本料理店が

開店 しました。価格は現地の水準からすれば極め

て高いのですが頻繁に客が入ってきます。休 日と

もなると運転手付きの外車で家族揃って食事に来

る光景が目につきます。おそらくロシアでは日本

料理は代表的高級料理の一つで トレンディーであ

ると考えられているのでしょう。

日本文化受容の新たなる流れはアニメーション

(ア ニメ)と テレビゲー

ムです。ノヴォシビルス

ク大学には「アニメ研究

会」が存在 し、米国経由

で最先端の日本のアニメ

をビデオで送ってもらっ

ている学生もいます。こ

れまで大ヒットしたアニ

メは「セーラームーン」

であリロシアの子供達を

魅了しました。現在世界

で人気を博している「ポ

行っています。剣道につ       ノヴォシビルスクの日本料理店       ヶットモンスター」の上
いては毎年モスクワで全国大会が行われています。  陸は時間の問題でしょう。一方、ロシアではゲー
最近ロシアで静かなブームを呼んでいるのが日  ムセンターが普及 しつつあります。置いてあるゲ
本料理です。日本料理の中でも特に人気があるの  ―ム機はほとんど日本の「タイ トー」や「コナミ」
が寿司と焼き鳥です。これらの名称はそのまま口  の製品です。ノヴォシビルスクでは空港や市内の
シア語化されていますので、「Sushi」 と「YakitoriJ 映画館でそれらのゲーム機で遊んでいる人々の姿

で通じます。ロシアでは鮮魚を生のまま食べる習  が見 られます。日本では若者の欧米化が指摘され
慣はありませんので、鮮魚を使った寿司を食べる  ますが、ロシアでは若者の日本化が一部で進行 し
のは、ロシア人には当初抵抗感があったであるう  ているように思われます。
と推測 されますが、最近では徐々に定着 しつつあ                 (塩 谷 昌史 )
ります。ノヴォシビルスクでは昨年7月 に日本料理

5
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●eolo● oooo00
◆第 10回「古ツングースの生産文化に関する自然科事門再検証」
徐淵異・本研究センター客員教秘高麗大学校文化大学教授

陳北アジア各種族におけるトーテムの扱いJ
・・・朝鮮の場合を中心に・・

平成 12年 10月 6日 (金 )

パネラー :丸山宏 ,本研究センター助教授

成澤勝・木研究センター教授

◆公開シンポジウム

画 するアジアと地域研究の制

平成 12年 10月 14日 (土 )

明日香壽川 東北大学東北アジア研究センター助教授「アジアの工業
化と環境問題J、 成澤勝 束北大学東北アジア研究センター教授「10
世紀の中国白頭山噴火と文理融合型研究の試み」、大西康雄 アジア
経済研究所主任研究員「中国の物流と地域経済圏」、山口博一 文教
大学国際学部教授「研究と国際脇力のあり方Jの口帝演があった。

◆公開シンポジウム

「21世紀東北アジアの安定と繁栄に果たす日韓の役割」
平成二月10日 (金)午後、仙台市国際センターにおいて、東北ア
ジア研究センター主催の公開シンポジウム「21世紀東北アジアの安定

と繁栄に果たす日韓の役割Jが行われた。徳田センター長の開会の辞
と阿部博之・東北大学総長の検拶に続いて、整相龍・[,1日韓国特命全

権大使による基調講演「二十一世紀アジアにおける平不日と繁栄のため

の韓日の役割Jがあった。外交官であると同時に博士学位を持つ高名
な政治学者でもある星大使の話演は深い学問的蓄積と幅広い教養、そ

して真摯な人柄が滲み出るもので、聴衆に深い感銘を与えた。

話演の後休憩をはさ

んでパネルディスカッ

ションが行われた。パ

ネリストは和田春樹・

東京大学名誉教授、毛

利和雄・NHK解説委
員、全民済・チョンコ

―ポレーション代表、   
講演する樫相龍・駐日韓国特命全権大使

岡崎智政・河北新報編集次長兼報道部長、太田誠・経団連国際協力本

部員の5人である。シンポジウムでは、日韓関係やロシア・中国等の

それを取り巻く諸国の経済 ,政治情勢、在日韓国 ,朝鮮人の地方参政

権の問題等について、活発な論議が繰り広げられた。ディスカッショ

ンの最後に会場の参加者からの質問が受けlヽlけ られたが、特に日韓の

歴史問題を正面から捉え、青少年たちに考えさせようと努力している

教育者の立場からの質問と意見は印象的であった。

本年 1月 ～ 3月 の東北アジア研究センターの客員研究者を
ご紹介します。

(国内から】
●渡邊幸治(ワタナヘ`、コウン

挙
)教授 :経済団体連合会特別顧問・元

在ロシア連邦日本国特命全権大使、開発と社会変容の研究

0江夏由樹 (■ナツ、ヨシキ)教授 :一橋大学大学院経済学研究科教
授、東アジア・北アジア交流論

◆特別請演会

「中国における地課利用のポテンシャルと剣封テЩ

平成 12年 12月 8日 (金 )

本センター主催、資源・素材学会地下計測部門委員会及び東北支部リ

サイクルエネルギー資源専門委員会共催による特別講演会があり、吉林

大学地球物理系の金旭教授「中国の地熱構造と地熱利用」、地熱エンジ

エアリンカ脚企画営業部・部長代理の池内研氏「地中勲利用ヒートポン

プによる冷暖房と中国長春市における適用例Jの講演が行なわれた。

◆公開学術講演会

「白頭山 10世紀の巨大噴火とその歴史効果」
東北大学束北アジア研究セン

ター定例公開講演会が、去る平

成 12年 12月 9日 (土)に宮城県

民会館で開かれました。本年度

は文・理両面からアプローチす

べく、テーマを『白頭山 10世紀

の巨大噴火とその歴史効果』と

して、中国から2名 の研究者を

お招きしました。お一人は地熱

学者 ,金旭教授 (吉林大学 )、 そ

してもうお一人は考古学若・鄭

永振教授 (延辺大学)です。本研究センター谷口宏充教授の「火

金教授

山噴火と人間社会」という解説

に続き、金教授は「長白山 (白

頭山)火山活動の歴史と現状」
について諦演され、さらに鄭教

授は「白頭山周辺遺跡に見る生

活痕Jと 題し、ちょうど10世紀
に姿を消した渤海国の人々の生

産生活について話されました。

仙台市内外から60人 を越える市

「地熱の動態が長白山を   民の方々が来聴 され、最後は活
語ってくれる。― 。」   発な質問も多くなされました。

◆請演会

障国の弔絣 地形学、生態学と人間の利用」

高 哲換 教授 (ソ ウル大学海洋学部)
平成12年 12月 18日 (月 )

今年12月 より東北アジア研究センターの客員教授としてセンターで

共同研究を行っているソウル大学海洋学部の高哲娘 c(oll,ClllllH、 valll

教授の口苦演会が開催されました。演者は多くの生物・風景のスライド

を用いてお話されました。

0横山隆三 (ヨコヤマ、リュウソ
｀
ウ)教授 :岩手大学工学部教授、森林

等の資源

【海外から】

0高哲娘 (コー,チュルワン)教授 :大韓民国、ソウル大学校海洋学部
教授、環境および文化的側面における干潟

0馬建剣 (マー,チェンチャオ)教授 :中 国、広東省民族研究所所長、
中国少数民族の文化と宗教及び中国の民族政策

●劉嘉麒 (リュウ,カキ)教授 :中国、中国科学アカデミー地質学地

球物理学研究所教授、中国における活火山の近代噴火史と

人間社会

孔
薔。aH

9?P aEE敬

鄭貌受「渤海国は飛躍的に経済成
長を遂げた・・・。そし
て白頭山が・・・ ?J
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|

Ob角精才し布 (チョイン
ド
ンシ
｀
ャフ
Ⅲ
)教授 :中国、内蒙古大学蒙古語文

研究所教授、モンゴル語資料の計算機処理

0陳春林 (チン,シュンリン)研究員 :中国、廃棄物溶融炉の炉内解析
に関する計算機シミュレーション

●BARINOVA,Allna A.(,l｀ リノワ,A.A)研究員 :ロ シア、ロシ
ア科学アカデ ミーシベ リア支部細胞・遺伝学研究所研究

員、東北アジア地域における淡水動物の遺伝的多様性に関

する研究

●TARAN,Georgui S.(タ ラン,GS)研究員 :ロ シア、ロシア科
学アカデミーシベリア支部中央植物園上級研究員、ノア・

データを利用したオビ・イルティシ川涸濫原植物群落の分

布構造の解析とデータベースの構築

OALTANttYA Lalkhansuren(ア ルタンサ
Ⅲ
ヤ,ライ州ンスレン)研究員 :モ

ンゴル、国立師範大学歴史学部歴史社会科学講師、17～ 18

世紀における西モンゴルの文化・社会に関する研究

(柳田 賢二 )

それぞれの文の中で、代表字形が実際にどのような条件の下にど

のような字形として現れるか、その生成規則を決めなくてはなら

ない。

第4に、それは「文字Jのコードであって、文字より大きい
「音節Jや「合字」は含まず、「文字」より小さい「文字要素」も
含んでいない。

第5に、モンゴル文字の「同形異音字Jは、たとえば独立形で
oを表し、語頭形でuを表すといった技術的な処理を行った。そ
の結果、このコードは、同形異音字を完全に区別することができ、
正確なソートと検索が可能となった。

第6に、①同じ環境にあって形の違う字形 (例 :語頭で点のあ

るnと 、点のない n)、 ②単語の中に用いられる字形が、単独で用
いられる場合 (例 :語中の1や語末のb等を単独で表示する場合)、

③単語の部分をそのままの形で分けて綴る場合、いくつかの制御
コードが必要となる。モンゴル文字の国際標準コードでは、7つ

の制御コードを採用している。その内の3つは□Э/■Cl∞弱で共

有される制御コードである。

このコードは、現在のところひとつの「プラン」であり、計算

機上で実現することが必要である。内蒙古大学の蒙古語文研究所
と北京大学の方正技術研究院は現在これに基づいたソフトゥェァ
の開発を行っており、ごく近い】乎来その成果が世に問われようと

している。

矛
う
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「殉精芋L布東北アジア研究センター客員教授
/中国内蒙古大学教授 (チョイン

｀
ンン
｀
ャデ )

現在、中国、モンゴル、 ドイツ、日本、アメリカ、および台湾
等、多くの国や地域で、十数種類に及ぶモンゴル文字のコードが

使われている。その大部分は、「文字を構成する要素」と「文字」
と「音節」と「二つ以上の文字の組み合わせ」を併せ持った 円昆

合型」のコードである。しかし、それらには重大な欠点がある。
それは、コードが統一されていないために資源を共有することが

できず、何ら変換手順もなく、それらのコードの間でデータをそ
のまま交換することができないということである。また、多くの
コードがモンゴル文字における働亀ジ悦tモ/Ll,こ氏瓜,1ブst/d等の「同

形異音」字を区別することができず、これでは正確にソートする
ことも検索することもできない。これは情報処理に才O‐いては受け
入れがたいものであり、モンゴル文字の情報分野の事業の発展に

重大な影響を及ばしている。モンゴル文字の情報処理に於いては、

統一され、過不足のない、国際的に通用するモンゴル文字のコー

ドの国際標準を制定する必要に迫られている。
この問題を解決するために、19%年末に中国で少数民族文字コ
ード作業班が組織され、モンゴル文字を含む中国内の各種少数民

族の文字コードの作製を開始した。ЮO/Ec匹 1/髄 〃蠣C2も 、
同時にモンゴル文字コードの専門班を発足させた。爾来、各国の

専門家の7年近くの努力と共同作業を経て、□Э/■C]限刃屈 2は、
21XXl年 2月 15日 にモンゴル文字コードの国際標準を採択した。そ
のコード表は、まもなくISO/EC ll廟 61の 2阻l年版に掲載される。
このコードには、次のようないくつかの特徴がある :

第 1に、それは伝統的なモンゴル文字、 トド文字、シベ文字、
満州文字を合み、さらにサンスクリットやチベット語を転写する
のに用いられるアリガリ文字等のモンゴル系の文字およびそれに

付随する符号や数字および専用の制御コード合わせて155字から

成る (図表を参照)。

第21こ、上記の各種文字がコードを共有する方式を採用してい

る。これは多くのコード番号を節約することになる。上に述べた

各種文字をすべて別のコードで区別した場合、258個のコード番

号が必要となる。

第3に、それは「代表字形方式」をとっている。すなわち、あ
る文字のいくつかの異なった字形のうち、いずれかひとつの形を

もってその文字のコードとしている。たとえば、モンゴル文字の

Aの文字は、語頭、語中、語末運綴、語末分綴、独立形等々、現
れる条件により9個の字形をもつ。「代表字形方式」は、このうち
の独立形をもってAのコードとする。モンゴル文字で綴る実際の
文章における、字形の識別、転送、交換、処理、保存、入力、表

示等はすべてこの代表字形で行う。文字のその他の字形は、ディ
スプレイ表示及びプリンタ出力にのみ用いられ、ISO/1EC 10646に

は含まれていない。従って、そのコードを使用する際には、実際
にどのような字形が現れるかを決定しなくてはならない。さらに
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東北アジアニユーズレター

「ノボンビルスク調査回」報告0● ●簸

―東ゴヒアジア学術交流懇話会企画・第 3回ノボシビルスク訪問一

平成 12年 10月下旬、前年に引き続き第3回 目のノボ

シビルスク訪間団が組織され、徳田昌則団長以下総勢

11名 (企業 :渡辺之・佐藤金市・馬橋幸男・玉川徳男・

山崎 努 千葉信夫、大学関係 :深谷英夫 高橋秀市 二
階堂俊郎 岩山健三 諸氏)にて実行された。
今回の目的は、前の訪問で得られた新技術について

「アカデミータウン」の開発担当者と細部について議

論する事、シベリア最大規模で開かれる「シベリア産

業博覧会 GbPol】 ecl12000)」 イこ参加し産業実態を把l戸三

する事、ならびに事務系大学関係=者による「日本館」

機能の確認と強化策検討、 の3点である。
[往路〕10月 21日 (土)成田 1400出発、現地時間(以下同

じ)1910モスクワ着、積雪なし。22日 (日 )1430モスク

ワ発、2■ 20ノ ボシビルスクに着、積雪 20clll。

以下 23日 (月 )以降の主な活動状況。

[ア カデ ミータウン〕ノボシビルスク市街地より約

351ω l程オビ川上流にあり。訪問 見学 :付属展示ホール・

触媒研 熱物理研 (右上写真)無機化学研 日本館 国立
ノボシビルスク大学・博物館等々。事前に充分連絡を

取っていた新技術調査事項等を中心に収穫多々あり。

[ノ ボシビルスク州知事との会談〕タラコンスキー知事

の要請で全員参加 (下方写真)、 産業振興 姉妹州 空路

開設等が話題になる。lV取材あり。

熱物理研究所にて

[シベリア産業博覧会]豊富な天然資源を背景にアジア

諸国を通じての世界経済への問口として期待されてい

るノボシビルスク市での開催 :建設機板・金属加工処

理 ガス石油採掘装置等シベリアの全産業部門を網羅、

外国 15ヶ国からも出展。間回4m程のブース展示主体、
「日本館」も「トラスト社」 (佐藤団員が初回訪間後間

もなくロシア支店設立)と 共同出店。見学者多数 大

混雑。日本では見慣れない物品も多々あるが、残念な

がら殆んどロシア語での表示、改善を要請した。

[そ の他の活動〕 シベリア北海道文化センター・シベ

リア航空訪間、カザリトール社の新大豆食品試食会等。

[復路〕26日 (木)ノ ボシビルスク1940発、2040モ スクワ

着、27日 (金)モスクワ1905発、28日 (土)940成田着。

[そ の他]今年は6月 に拡大規模で実施予定。最後に、
在口中の塩谷氏・徳永氏、ならびに トラス ト社の皆様

には大変お世話になりました事感謝申し上げます。

州知事会議室にて

『うしとら』ももう満二歳です。この間、東北大学東北アジア研究センターの発展が著しく、我が『うしとら』の

紙面もこれにともない充実してきているといえば手前味噌になりましょうか。会員の数も増えつつありますが、お一

人お一人の東北アジアに対する関心が深まってきているように思えます。これからが期待できます。 (成澤 勝 )
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